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５社とも営業減益
前期 値差縮小、在庫評価損

総 

合 

化 

学

石
化
系
部
門

総合大手５社の石化系部門業績の19年度実績と
20年度予想　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位 ：億円）

社名 部　門
19年度 20年度（予想）

売上高 営業利益 売上高 営業利益

三菱ケミ
カルＨＤ

石化
5,344 ▲21 4,490 ▲130

－724 －108 －854 －109

ＭＭＡ
2,764 243 2,470 260

－1,124 －701 －155 ＋22

旭化成
基盤

マテリアル

3,350 266 未　定

－647 －265 未　定

住友化学 石油化学
6,569 145 未　定

－1,006 －471 未　定

三井化学 基盤素材
6,169 87 5,000 ▲115

－996 －191 －1,274 －202

東ソー

石油化学
1,591 103 未　定

－248 －31 未　定

クロル・
アルカリ

2,974 282 未　定

－400 －178 未　定

注）下段は前期比増減。営業利益欄の▲は損失。三菱ケミカル
ＨＤ、住友化学、三井化学の20年度予想は国際会計基準、売上
高欄は売上収益、営業利益欄はコア営業利益

　
総
合
化
学
５
社
の
石
油
化

学
系
事
業
部
門
の
19
年
度
業

績
は
、
全
部
門
と
も
前
年
同

期
比
で
営
業
減
益
と
な
っ

た
。
昨
年
来
の
米
中
貿
易
摩

擦
や
世
界
的
な
経
済
減
速
、

自
動
車
生
産
台
数
減
少
な
ど

の
影
響
に
、
今
年
に
入
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
が
重
な
り
、
石

化
製
品
の
需
要
が
軒
並
み
減

少
、
需
給
緩
和
に
よ
り
ス
プ

レ
ッ
ド
（
原
料
と
の
値
差
）

も
縮
小
し
た
。
19
年
度
平
均

の
国
産
ナ
フ
サ
価
格
が
１
㌔

㍑
４
万
２
９
０
０
円
と
18
年

度
比
６
５
０
０
円
下
落
し
、

在
庫
評
価
損
が
膨
ら
ん
だ
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
Ｍ
Ｍ
Ａ
部
門
は

Ｍ
Ｍ
Ａ
価
格
下
落
に
よ
る
値

差
縮
小
で
コ
ア
営
業
利
益
が

18
年
度
比
74
％
減
の
２
４
３

億
円
と
な
っ
た
。
Ｍ
Ｍ
Ａ
の

19
年
度
平
均
ア
ジ
ア
価
格
は

１
㌧
１
６
３
１
㌦
（
18
年
度

平
均
は
２
４
５
６
㌦
）
。
う

ち
下
期
平
均
は
１
５
１
６

㌦
、
20
年
１
～
３
月
期
平
均

は
１
４
９
６
㌦
だ
っ
た
。
１

～
３
月
期
の
コ
ア
営
業
損
益

は
17
億
の
赤
字
と
な
っ
た
。

石
化
部
門
の
19
年
度
コ
ア
営

業
損
益
は
21
億
円
の
赤
字

（
18
年
度
は
87
億
円
の
黒

字
）
に
転
落
し
た
。
ナ
フ
サ

ク
ラ
ッ
カ
ー
の
定
修
規
模
縮

小
が
寄
与
し
た
も
の
の
、
石

化
製
品
の
値
差
縮
小
と
在
庫

評
価
損
の
拡
大
が
響
い
た
。

　
住
友
化
学
の
石
油
化
学
部

門
の
コ
ア
営
業
利
益
は
１
４

５
億
円
と
76
％
減
少
し
た
。

Ｍ
Ｍ
Ａ
な
ど
の
値
差
縮
小
が

要
因
。
37
・
５
％
出
資
す
る

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ペ
ト
ロ

ラ
ー
ビ
グ
社
の
連
結
対
象
と

な
る
19
年
12
月
期
の
最
終
損

益
は
、
石
油
精
製
マ
ー
ジ
ン

縮
小
な
ど
で
５
億
４
４
１
５

万

（
約
１
６
０
億
円
）
の

赤
字
（
前
期
は
６
億
６
８
５

６
万

の
黒
字
）
だ
っ
た
。

　
東
ソ
ー
の
ク
ロ
ル
・
ア
ル

カ
リ
部
門
の
営
業
利
益
は
39

％
減
の
２
８
２
億
円
。
原
料

安
に
よ
る
塩
ビ
の
値
差
拡
大

が
寄
与
し
た
が
、
ウ
レ
タ
ン

原
料
や
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
の
価

格
下
落
に
よ
る
値
差
縮
小
、

南
陽
事
業
所
で
の
動
力
プ
ラ

ン
ト
の
大
規
模
修
繕
に
よ
る

固
定
費
増
、
原
料
安
に
よ
る

在
庫
評
価
損
の
拡
大
が
響
い

た
。
石
化
部
門
の
営
業
利
益

は
23
％
減
の
１
０
３
億
円
。

利
益
率
の
高
い
ク
ロ
ロ
プ
レ

ン
ゴ
ム
な
ど
機
能
性
ポ
リ
マ

ー
の
販
売
減
が
主
な
要
因
。

原
料
安
で
ポ
リ
マ
ー
製
品
の

値
差
は
改
善
し
た
。

　
旭
化
成
の
基
盤
マ
テ
リ
ア

ル
部
門
の
営
業
利
益
は
50
％

減
の
２
６
６
億
円
と
な
っ

た
。
水
島
の
ナ
フ
サ
ク
ラ
ッ

カ
ー
の
臨
時
修
理
や
ト
ラ
ブ

ル
の
影
響
、
在
庫
評
価
損
の

悪
化
、
Ｍ
Ｍ
Ａ
や
ア
ク
リ
ロ

ニ
ト
リ
ル
（
Ａ
Ｎ
）
な
ど
の

値
差
縮
小
、
韓
国
の
東
西
石

油
化
学
の
為
替
換
算
影
響
が

要
因
。
Ａ
Ｎ
の
平
均
値
差
は

18
年
度
の
８
７
９
㌦
（
Ａ
Ｎ

価
格
１
９
１
３
㌦
、
原
料
プ

ロ
ピ
レ
ン
価
格
１
０
３
４

㌦
）
か
ら
７
５
７
㌦
（
Ａ
Ｎ

１
６
２
９
㌦
、
プ
ロ
ピ
レ
ン

８
７
２
㌦
）
に
縮
小
し
た
。

　
三
井
化
学
の
基
盤
素
材
部

門
は
69
％
減
の
87
億
円
だ
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
起
因
す

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
減
で

包
装
材
に
使
う
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
や
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
販

売
が
減
っ
た
。
フ
ェ
ノ
ー
ル

な
ど
の
値
差
も
縮
小
し
た
。

　
20
年
度
業
績
予
想
は
、
三

菱
ケ
ミ
Ｈ
Ｄ
と
三
井
化
学
の

２
社
以
外
は
「
未
定
」。
旭

化
成
は
「
業
績
予
想
が
最
も

難
し
い
の
は
基
盤
マ
テ
リ
ア

ル
事
業
。
汎
用
の
製
品
は
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
長
く
、

末
端
の
需
要
の
動
き
が
加
工

メ
ー
カ
ー
に
ど
う
影
響
す
る

か
読
み
に
く
い
」（
柴
田
豊

副
社
長
）
と
し
た
。
自
動
車

生
産
台
数
の
回
復
時
期
な
ど

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
原
料
価
格
動
向
も
不
透
明

感
が
強
い
。
４
～
６
月
期
の

国
産
ナ
フ
サ
価
格
は
２
万
円

台
（
１
～
３
月
期
は
４
万
４

８
０
０
円
）
へ
大
幅
に
下
落

す
る
見
通
し
で
、
在
庫
評
価

損
が
膨
ら
む
の
は
必
至
だ
。

　
三
井
化
学
は
20
年
度
平
均

の
国
産
ナ
フ
サ
価
格
２
万
３

３
０
０
円
を
前
提
に
、
基
盤

素
材
部
門
の
コ
ア
営
業
損
益

が
１
１
５
億
円
の
赤
字
（
19

年
度
は
87
億
円
の
黒
字
）
に

な
る
と
予
想
す
る
。
足
元
の

ナ
フ
サ
ク
ラ
ッ
カ
ー
稼
働
率

は
80
％
を
割
り
込
む
が
「
誘

導
品
設
備
の
稼
働
状
況
や
お

客
様
の
動
向
を
把
握
し
な
が

ら
ク
ラ
ッ
カ
ー
の
稼
働
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」（
中
島

一
常
務
執
行
役
員
）
構
え
。

　
三
菱
ケ
ミ
Ｈ
Ｄ
の
石
化
部

門
の
コ
ア
営
業
損
益
予
想
は

１
３
０
億
円
の
赤
字
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
と
し
て
在
庫

評
価
損
の
拡
大
と
販
売
減
を

盛
り
込
み
当
初
予
想
か
ら
１

５
９
億
円
下
方
修
正
し
た
。

Ｍ
Ｍ
Ａ
部
門
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
99
億
円
の
減
益
要

因
を
見
込
む
が
、
コ
ア
営
業

利
益
が
９
％
増
の
２
６
０
億

円
と
３
年
ぶ
り
の
増
益
を
予

想
す
る
。
Ｍ
Ｍ
Ａ
の
ア
ジ
ア

価
格
が
上
期
に
１
㌧
１
４
０

０
㌦
か
ら
１
５
０
０
㌦
へ
、

下
期
に
１
８
０
０
㌦
へ
上
昇

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
。

　
東
レ
は
茨
城
県
の
土
浦
工

場
で
２
軸
延
伸
ポ
リ
プ
ロ
ピ

レ
ン
フ
ィ
ル
ム
（
Ｏ
Ｐ
Ｐ
）

の
生
産
設
備
を
増
設
す
る
。

電
動
化
車
両
（
ｘ
Ｅ
Ｖ
）
市

場
の
拡
大
を
背
景
と
し
た
車

載
コ
ン
デ
ン
サ
ー
向
け
の
需

要
増
に
対
応
す
る
。
22
年
に

新
設
備
を
稼
働
す
る
予
定
。

同
工
場
で
の
車
載
コ
ン
デ
ン

サ
ー
用
Ｏ
Ｐ
Ｐ
生
産
能
力
を

現
行
比
１
・
６
倍
に
引
き
上

げ
る
。
投
資
額
は
数
十
億
円
。

　
Ｏ
Ｐ
Ｐ
の
主
力
用
途
で
あ

る
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
デ
ン
サ
ー

は
家
電
・
Ｉ
Ｔ
機
器
向
け
電

子
部
品
や
、
ｘ
Ｅ
Ｖ
の
モ
ー

タ
ー
を
駆
動
さ
せ
る
パ
ワ
ー

車
載
コ
ン
デ
ン
サ
ー
用
、22
年

土
浦
で
Ｏ
Ｐ
Ｐ
増
設

東　レ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト

（
Ｐ
Ｃ
Ｕ
）
の
イ
ン
バ
ー
タ

ー
回
路
に
使
う
。
ｘ
Ｅ
Ｖ
は

運
転
性
能
や
燃
費
向
上
な
ど

の
た
め
に
Ｐ
Ｃ
Ｕ
と
フ
ィ
ル

ム
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
小
型
・

軽
量
化
が
求
め
ら
れ
、
コ
ン

デ
ン
サ
ー
用
フ
ィ
ル
ム
の
薄

膜
化
が
進
ん
で
い
る
。
一
般

的
に
フ
ィ
ル
ム
を
薄
膜
化
す

る
と
耐
電
圧
性
が
悪
化
す
る

と
い
う
問
題
が
生
じ
る
が
、

東
レ
の
Ｏ
Ｐ
Ｐ
は
薄
膜
化
と

高
耐
電
圧
化
と
い
う
相
反
す

る
性
能
を
両
立
で
き
る
フ
ィ

ル
ム
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
、
車
載
コ
ン
デ
ン
サ
ー
用

フ
ィ
ル
ム
市
場
で
ト
ッ
プ
の

約
60
％
の
シ
ェ
ア
を
有
す
る
。

　
ｘ
Ｅ
Ｖ
市
場
は
環
境
規
制

の
厳
し
い
欧
州
や
中
国
を
中

心
に
年
率
約
20
％
の
高
成
長

が
見
込
ま
れ
、
車
載
コ
ン
デ

ン
サ
ー
用
Ｏ
Ｐ
Ｐ
の
需
要
も

大
き
く
拡
大
す
る
見
通
し
。

　
東
レ
は
土
浦
工
場
に
年
１

万
９
５
０
０
㌧
、
フ
ラ
ン
ス

子
会
社
Ｔ
Ｆ
Ｅ
に
１
万
９
４

０
０
㌧
、
米
国
子
会
社
Ｔ
Ｐ

Ａ
に
４
万
５
５
０
０
㌧
、
合

計
８
万
４
４
０
０
㌧
の
Ｏ
Ｐ

Ｐ
生
産
能
力
を
有
し
、
コ
ン

デ
ン
サ
ー
向
け
の
ほ
か
一
般

工
業
用
、
包
装
材
料
用
に
も

Ｏ
Ｐ
Ｐ
を
販
売
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ａ
は
主
に
食
品
包
装
材

料
向
け
の
需
要
増
に
対
応

し
、
年
内
に
３
万
㌧
の
新
設

備
を
稼
働
す
る
予
定
。

　
宇
部
興
産
は
自
然
と
調
和

し
た
企
業
活
動
の
推
進
に
向

け
「
Ｕ
Ｂ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
環
境

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」
を
策

定
し
た
。
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ

Ｇ
）
排
出
量
の
80
％
削
減
を

目
指
す
。
環
境
貢
献
型
の
製

品
や
技
術
の
開
発
、
供
給
を

通
じ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
に
も
貢

献
し
て
い
く
。

　
同
社
は
事
業
の
構
造
か
ら

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
が
多
い
。
18

年
度
実
績
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
起

源
、
非
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の

合
計
で
Ｃ
Ｏ
２
換
算
１
２
０

０
万
㌧
だ
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
は
30
年
度
ま
で
に
13
年

度
比
17
％
削
減
し
、
さ
ら
に

①
一
層
の
省
エ
ネ
化
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
原
単
位
の
改
善
②
廃

棄
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
促
進

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
拡
大
③
化
石
資
源
に
依

存
す
る
事
業
構
造
の
再
構
築

も
視
野
に
入
れ
た
施
策
の
検

討
④
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
利
活
用

技
術
の
開
発
と
ビ
ジ
ネ
ス
創

出

―
な
ど
に
取
り
組
み
、

50
年
に
向
け
上
積
み
す
る
。

　
環
境
貢
献
型
製
品
・
技
術

に
つ
い
て
は
、
30
年
度
ま
で

に
売
上
高
比
50
％
以
上
を
目

指
す
。
同
社
の
環
境
貢
献
型

製
品
・
技
術
に
よ
る
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
体
で
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ

削
減
貢
献
推
定
量
は
18
年
度

で
年
間
６
０
０
万
㌧
（
Ｃ
Ｏ

２
換
算
）
だ
っ
た
。

　
同
社
は
19
年
度
か
ら
の
３

カ
年
中
期
経
営
計
画
で
三
つ

宇
部
興
産 

50
年
環
境
ビ
ジ
ョ
ン

Ｇ
Ｈ
Ｇ
８
割
減
目
指
す

の
基
本
方
針
の
一
つ
に
資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
球
環
境

問
題
へ
の
対
応
と
貢
献
を
掲

げ
る
。
今
回
策
定
し
た
ビ
ジ

ョ
ン
に
沿
い
、
循
環
型
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
。

　
三
菱
ガ
ス
化
学
は
、
20
年

度
売
上
高
が
前
年
度
比
５
％

減
の
５
８
０
０
億
円
、
営
業

利
益
が
21
％
減
の
２
７
０
億

円
に
な
る
と
見
込
む
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は

主
に
販
売
減
で
営
業
利
益
を

約
１
０
０
億
円
押
し
下
げ
る

要
因
に
な
る
と
想
定
す
る
。

　
業
績
予
想
は
、
新
型
コ
ロ

三
菱
ガ
ス

化
　
　
学 

コ
ロ
ナ
や
メ
タ
ノ
ー
ル
安

今
期
21
％
減
を
予
想

営業利益

ナ
の
影
響
で
上
期
中
は
世
界

経
済
が
低
迷
す
る
が
、
下
期

か
ら
回
復
軌
道
に
乗
る
こ
と

を
前
提
と
し
た
。
自
動
車
関

連
、
住
宅
・
イ
ン
フ
ラ
、
電

気
・
電
子
機
器
な
ど
の
需
要

が
一
時
減
退
し
、
こ
れ
ら
の

製
品
の
原
材
料
で
あ
る
発
泡

樹
脂
、
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

（
Ｐ
Ｃ
）、
メ
タ
キ
シ
レ
ン

ジ
ア
ミ
ン
（
Ｍ
Ｘ
Ｄ
Ａ
）
な

ど
の
販
売
が
減
少
す
る
。
一

方
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
高

機
能
小
型
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
材

料
の
特
殊
Ｐ
Ｃ
、
半
導
体
向

け
製
品
（
超
純
過
酸
化
水

素
、
銅
張
積
層
板
）
の
販
売

は
好
調
を
継
続
し
、
利
益
を

押
し
上
げ
る
。
20
年
度
平
均

の
原
油
価
格
前
提
は
１

38

㌦
（
19
年
度
は
60
㌦
）
で
、

原
燃
料
安
が
営
業
利
益
を
約

40
億
円
押
し
上
げ
る
要
因
に

な
る
と
想
定
す
る
。

　
経
常
利
益
予
想
は
16
％
減

の
２
６
０
億
円
。
４
部
門
別

の
内
訳
は
天
然
ガ
ス
化
学
品

が
18
億
円
の
損
失
（
19
年
度

は
57
億
円
の
損
失
）、
芳
香

族
化
学
品
が
46
％
減
の
56
億

円
、
機
能
化
学
品
が
13
％
減

の
１
９
４
億
円
、
特
殊
機
能

材
が
16
％
減
の
49
億
円
。

　
天
然
ガ
ス
化
学
品
は
主
力

製
品
メ
タ
ノ
ー
ル
の
価
格
下

落
（
20
年
度
平
均
の
価
格
前

提
は
19
年
度
比
１
㌧
21
㌦
安

の
２
４
０
㌦
）、
新
潟
工
場

の
修
繕
費
増
加
な
ど
が
響
く

が
、
19
年
度
の
持
ち
分
法
損

失
に
計
上
し
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
の
メ
タ
ノ
ー
ル
合
弁
事

業
で
の
一
過
性
費
用
78
億
円

が
な
く
な
り
、
経
常
損
失
が

縮
小
す
る
。

　
芳
香
族
化
学
品
の
経
常
利

益
が
半
減
す
る
の
は
、
Ｍ
Ｘ

Ｄ
Ａ
の
販
売
減
、
高
純
度
イ

ソ
フ
タ
ル
酸
の
ス
プ
レ
ッ
ド

縮
小
、
大
型
定
期
修
理
を
行

う
水
島
工
場
の
固
定
費
増
、

発
泡
樹
脂
子
会
社
Ｊ
Ｓ
Ｐ
の

減
益
が
要
因
。

　
機
能
化
学
品
は
超
純
過
酸

化
水
素
や
特
殊
Ｐ
Ｃ
の
販
売

好
調
が
継
続
す
る
が
、
Ｐ
Ｃ

の
ス
プ
レ
ッ
ド
が
低
水
準
に

と
ど
ま
り
、
自
動
車
向
け
の

販
売
も
減
少
す
る
。
特
殊
機

能
材
は
銅
張
積
層
板
の
販
売

増
が
寄
与
す
る
も
の
の
、
研

究
開
発
費
の
増
加
、
菓
子
包

装
に
入
れ
る
脱
酸
素
剤
の
需

要
減
が
響
く
。

新
生
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

社
長
に
大
田
氏

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
と
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
６
月
に
商
号
変
更
す

る
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
と
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
社

長
に
、
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
長
の
大
田
勝
幸
氏
が
就

任
す
る
ト
ッ
プ
人
事
を
内
定

し
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会

長
兼
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
は

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
社
長
の
杉
森
務
氏
が
就

く
。
６
月
25
日
開
催
の
定
時

株
主
総
会
と
取
締
役
会
で
正

式
決
定
す
る
。

　
ク
レ
ハ
は
フ
ッ
化
ビ
ニ
リ

デ
ン
樹
脂
（
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
）
の

次
期
生
産
設
備
増
設
計
画
を

20
年
度
中
に
決
定
す
る
方
針

だ
。
立
地
は
中
国
を
有
力
候

補
に
挙
げ
、
完
成
は
23
年
ご

ろ
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
（
Ｌ
ｉ

Ｂ
）
正
極
用
バ
イ
ン
ダ
ー
向

け
の
需
要
増
に
対
応
す
る
。

　
ク
レ
ハ
の
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
生
産

能
力
は
ホ
モ
ポ
リ
マ
ー
換
算

で
い
わ
き
事
業
所
が
年
６
千

㌧
、
中
国
・
常
熟
工
場
が
５

千
㌧
。
い
わ
き
は
車
載
用
Ｌ

ｉ
Ｂ
の
性
能
向
上
に
寄
与
す

る
特
殊
ポ
リ
マ
ー
を
昨
年
１

月
に
２
千
㌧
を
増
設
し
た
。

常
熟
で
も
特
殊
ポ
リ
マ
ー
の

生
産
を
近
く
始
め
る
。

ク
レ
ハ 

Ｌ
ｉ
Ｂ
向
け
需
要
増

期
内
に
計
画
決
定

ＰＶＤＦ
増　　設

　
い
わ
き
は
20
～
21
年
に
２

段
階
で
モ
ノ
マ
ー
工
程
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
を
解
消
す
る
。

Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
の
公
称
生
産
能
力

は
変
わ
ら
な
い
が
、
特
殊
ポ

リ
マ
ー
の
比
率
を
高
め
る
。

こ
れ
に
続
き
海
外
で
年
５
千

㌧
以
上
の
増
設
を
検
討
し
て

い
る
。
立
地
は
原
料
を
入
手

し
や
す
い
需
要
地
、
中
国
を

有
力
候
補
に
挙
げ
て
い
る
。

　
ク
レ
ハ
は
正
極
用
バ
イ
ン

ダ
ー
向
け
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
の
２
大

メ
ー
カ
ー
の
１
社
。
韓
国
・

中
国
の
大
手
Ｌ
ｉ
Ｂ
メ
ー
カ

ー
向
け
を
中
心
に
販
売
し
、

40
％
超
の
世
界
シ
ェ
ア
を
有

す
る
。

　
19
年
度
は
中
国
で
の
エ
コ

カ
ー
販
売
補
助
金
減
額
に
よ

る
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の

減
産
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
の
常

熟
の
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
工
場
の
一
時

休
業
で
、
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
事
業
の

売
上
高
（
Ｌ
Ｉ
Ｂ
用
途
以
外

の
販
売
を
含
む
）
は
前
年
度

比
微
減
の
約
１
３
０
億
円
に

と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
中

長
期
的
に
は
中
国
と
欧
州
を

中
心
と
す
る
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に

伴
う
車
載
用
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
需
要

増
を
背
景
に
、
正
極
用
バ
イ

ン
ダ
ー
に
使
う
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
の

需
要
は
高
い
成
長
軌
道
を
た

ど
る
見
通
し
だ
。

ト
ク
ヤ
マ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
も
積
極
投
資

ヘ
ル
ス
ケ
ア
成
長
加
速

　
ト
ク
ヤ
マ
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
20
年

度
業
績
へ
の
影
響
は
「
第
２

四
半
期
（
７
～
９
月
）
に
は

改
善
に
向
か
い
、
第
３
四
半

期
以
降
は
影
響
な
し
」
と
想

定
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

通
期
業
績
は
売
上
高
を
19
年

度
比
２
％
減
の
３
１
０
０
億

円
、
営
業
利
益
を
18
％
減
の

２
８
０
億
円
と
予
想
し
た
。

　
営
業
減
益
の
主
因
は
修
繕

費
や
減
価
償
却
費
、
研
究
開

発
費
、
人
件
費
な
ど
固
定
費

の
増
加
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
ヘ
ル
ス

ケ
ア
関
連
を
中
心
に
積
極
投

資
を
継
続
す
る
ほ
か
、
設
備

保
全
に
万
全
を
期
し
て
安
定

安
全
操
業
を
堅
持
。
社
員
の

や
る
気
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
人
事
政
策
も
推
進
す
る
。

　
19
年
度
決
算
は
売
上
高
、

営
業
利
益
と
も
に
前
年
度
比

３
％
減
に
と
ど
め
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
は
限
定
的
だ
っ

た
。
た
だ
し
20
年
度
に
想
定

す
る
リ
ス
ク
と
し
て
、
化
成

品
は
イ
ン
ド
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
に
よ
る
塩
ビ
輸
入
の
停
止

や
、
自
動
車
生
産
減
に
よ
る

石
化
製
品
の
販
売
数
量
減
を

挙
げ
、
特
殊
品
は
顧
客
の
在

庫
積
み
増
し
に
よ
る
需
要
増

か
ら
の
反
動
を
注
視
す
る
。

セ
メ
ン
ト
は
国
内
外
の
販
売

が
低
調
に
な
る
ほ
か
、
ラ
イ

フ
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
は
主
力
の

歯
科
器
材
で
欧
米
向
け
輸
出

の
減
少
を
想
定
し
た
。

　
設
備
投
資
は
19
年
度
比
89

億
円
増
の
３
２
７
億
円
を
確

保
し
た
。
多
結
晶
シ
リ
コ
ン

を
は
じ
め
半
導
体
関
連
製
品

の
増
産
や
品
質
向
上
を
図
り

差
別
化
を
推
進
。
ヘ
ル
ス
ケ

ア
関
連
製
品
も
増
産
す
る
。

研
究
開
発
費
も
21
億
円
増
の

１
１
３
億
円
を
準
備
し
、
新

規
放
熱
材
の
開
発
な
ど
に
拍

車
を
か
け
る
。
各
投
資
計
画

は
需
要
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

　
20
年
度
は
５
カ
年
中
期
経

営
計
画
の
最
終
年
度
。
売
上

高
・
営
業
利
益
（
目
標
値
は

３
３
５
０
億
円
・
３
６
０
億

円
）、
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
10
％
）、
財

務
指
標
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
55
日
・
Ｄ

／
Ｅ
レ
シ
オ
１
倍
）
目
標
は

い
ず
れ
も
未
達
と
な
る
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の

積
極
投
資
と
業
容
拡
大
を
図

る
一
方
、
現
中
計
で
超
過
達

成
し
た
伝
統
事
業
（
化
成

品
、
セ
メ
ン
ト
）
の
コ
ス
ト

削
減
（
15
年
度
比
40
億
円
の

目
標
に
対
し
19
年
度
58
億

円
、
20
年
度
60
億
円
）
で
果

た
し
た
競
争
力
を
生
か
し
、

成
長
戦
略
を
加
速
さ
せ
る
。

日 

本 

触 

媒

化
粧
品
素
材
普
及
へ

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
提
携

　
日
本
触
媒
は
鳥
取
大
学
発

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
マ
リ
ン

ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
と
化
粧
品

用
素
材
に
関
す
る
業
務
提
携

契
約
と
代
理
店
契
約
を
締
結

し
た
。
今
後
は
カ
ニ
殻
由
来

の
新
素
材
「
マ
リ
ン
ナ
ノ
フ

ァ
イ
バ
ー
」
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
活
動
に
乗
り
出
す
。

　
同
素
材
は
、
カ
ニ
殻
の
主

成
分
キ
チ
ン
と
そ
の
加
水
分

解
物
を
超
極
細
繊
維
と
し
て

抽
出
し
た
も
の
。
従
来
の
キ

チ
ン
粉
末
は
分
散
性
や
配
合

性
に
課
題
が
あ
っ
た
が
、
超

極
細
繊
維
の
マ
リ
ン
ナ
ノ
フ

ァ
イ
バ
ー
は
化
粧
品
素
材
と

し
て
分
散
性
と
配
合
性
が
良

好
。
被
膜
形
成
力
に
も
優

れ
、
創
傷
治
癒
性
や
人
の
肌

に
な
じ
み
潤
い
を
も
た
ら
す

効
果
や
、
抗
炎
症
性
、
抗
菌

性
、
養
毛
効
果
や
毛
髪
の
ツ

ヤ
や
指
通
り
を
向
上
さ
せ
る

な
ど
の
効
能
を
発
揮
す
る
。

　
日
本
触
媒
は
こ
れ
ら
の
効

果
効
能
を
実
験
デ
ー
タ
で
明

確
化
す
る
と
と
も
に
、
各
化

粧
品
用
途
に
向
け
た
処
方
を

開
発
し
市
場
を
開
拓
す
る
。大田勝幸氏

電
子
や
環
境
・
医
療
拡
大

セ
ー
レ
ン 

車
資
材
依
存
を
脱
却

　
セ
ー
レ
ン
は
事
業
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
多
様
化
を
推
進

す
る
。
現
状
の
営
業
利
益
の

過
半
を
自
動
車
シ
ー
ト
素
材

な
ど
車
輌
資
材
部
門
に
依
存

す
る
体
質
を
転
換
し
、
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
環
境
・
生

活
資
材
、
メ
デ
ィ
カ
ル
、
ハ

イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
を
伸

ば
す
。
こ
れ
で
安
定
的
な
収

益
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

　
19
年
度
業
績
は
売
上
高
が

１
２
０
２
億
５
８
０
０
万

円
、
営
業
利
益
は
１
０
５
億

２
０
０
万
円
だ
っ
た
。
部
門

別
の
営
業
利
益
は
車
輌
資
材

62
億
７
８
０
０
万
円
、
ハ
イ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
11
億
１
０
０

万
円
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

17
億
８
８
０
０
万
円
、
環
境

・
生
活
資
材
８
億
８
３
０
０

万
円
、
メ
デ
ィ
カ
ル
14
億
１

１
０
０
万
円
、
そ
の
他
５
億

４
２
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
車
輌
資
材
部
門
は
自
動
車

シ
ー
ト
素
材
を
グ
ロ
ー
バ
ル

に
展
開
し
、
世
界
ト
ッ
プ
の

17
％
シ
ェ
ア
を
持
つ
が
、
足

元
の
よ
う
な
自
動
車
の
世
界

的
減
産
局
面
で
は
収
益
が
大

き
く
落
ち
込
む
リ
ス
ク
が
あ

る
。
そ
こ
で
車
輌
資
材
部
門

へ
過
度
に
依
存
す
る
体
質
か

ら
脱
却
す
る
。

　
30
年
度
近
傍
の
営
業
利
益

を
２
０
０
億
円
へ
19
年
度
比

倍
増
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
環
境

・
生
活
資
材
、
メ
デ
ィ
カ

ル
、
そ
の
他
の
４
部
門
合
計

の
営
業
利
益
を
約
３
倍
の
１

３
０
億
円
へ
引
き
上
げ
る
構

想
だ
。
ハ
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

部
門
は
82
％
増
の
20
億
円
、

車
輌
資
材
部
門
は
27
％
増
の

80
億
円
を
目
指
す
。

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
Ｅ

Ｍ
Ｃ
対
策
部
品
向
け
導
電
性

繊
維
な
ど
の
既
存
事
業
を
拡

大
し
、
新
規
事
業
を
育
成
す

る
。
昨
年
２
月
に
は
半
導
体

や
光
通
信
部
品
向
け
に
シ
リ

コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
の
成
膜
加
工

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
す
る

ケ
イ
・
エ
ス
・
テ
ィ
・
ワ
ー

ル
ド
（
Ｋ
Ｓ
Ｔ
、
福
井
市
）

を
子
会
社
化
し
た
。
Ｋ
Ｓ
Ｔ

が
保
有
す
る
シ
リ
コ
ン
ウ
エ

ハ
ー
の
厚
膜
熱
酸
化
膜
形
成

技
術
を
５
Ｇ
向
け
高
速
光
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
使
う
光

導
波
路
に
適
用
す
る
な
ど
、

新
た
な
事
業
領
域
の
創
出
に

取
り
組
む
。

　
環
境
・
生
活
資
材
部
門
で

は
防
草
シ
ー
ト
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
養
生
シ
ー
ト
な
ど
を
拡

販
。
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
で
は

繭
由
来
た
ん
ぱ
く
質
「
セ
リ

シ
ン
」
配
合
ス
キ
ン
ケ
ア
化

粧
品
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
弾
性

繊
維
や
人
工
血
管
基
材
、
カ

テ
ー
テ
ル
な
ど
医
療
資
材
の

販
売
を
伸
ば
す
。


